
 

 

         
 

鹿児島県立埋蔵文化財センター  
 
１ 「ワクワク

こ う

考
こ

古
が く

楽」について  
    みなさんの住んでいる地域で発掘された出土品など本物の資料を活用し、埋蔵文化財センタ 

ー職員が授業を行います。もちろん、発掘現場での授業や発掘体験、資料の貸し出しも可能
で す。学校現場からの要望にできる限りお応えします。                               
                           

２ 「ワクワク
こ う

考
こ

古
が く

楽」の対象 
    普段の授業、家庭教育学級、地域が育む「かごしまの教育」県民週間、職員研修等ありとあ 

らゆる機会に実施可能です。校種は問いません。 
  
３ 令和７年度に実施した学校の感想 

（小学校 19 校・中学校６校・高校１校・その他２団体） 
       
   ・自分たちの住んでいるところに何千年も前の遺跡たくさんあることがわかりびっく 
    りした。 
   ・縄文人たちが苦労しながらも工夫して住んでいたことがわかった。 
   ・火起こし体験をして、昔の人の大変さがわかりました。 
   ・本物の土器を触って、とても興奮した。貴重な体験ができた。 
   ・発掘調査を体験したり、本物の土器や石器などに触れて昔の人たちの生活をもと 
    詳しく調べてみたいと思った。 
    
 
    ・発掘調査の実際やその成果などについてわかりやすく授業していただき 
    充実した学習内容となった 
   ・本物に触れる体験は新しい発見や驚きもあり、児童・生徒の興味・関心 
    をより高めることができた。 
 
 
４ 出前授業プラン例（内容は、各校種・学校の要望を含めて打合せます。） 

時代・時期 内      容 
縄  文  鹿児島の縄文時代の人々の暮らし 
古  代  薩摩国や大隅国における国府・国分寺の成立状況 
中  世  応仁の乱と鹿児島の状況 

幕末～明治初期  斉彬の近代化と西郷どんの明治維新 
幕末～明治初期  廃仏毀釈関連の遺跡の発掘調査成果について 

  ※ 教職員や保護者向けの講座・研修にも対応（図書館の講座や先生方のフィールドワーク・高 
  校の職員研修の実績あり）。また、火おこし体験と授業を組み合わせて行うことも可能。 
 
５ 申込み方法 
 (1) 担任と県立埋蔵文化財センター担当との電話連絡でＯＫです。文書等による手続きは不要 
   です。 
  (2) 実施日時は県立埋蔵文化財センターとの調整になります。ご要望にそえない場合がありま 
   すので、ご了承ください。 
 (3) ご不明な点は県立埋蔵文化財センターまで、お気軽にご連絡ください。   
 
６ 申込み・問い合せ先 
  県立埋蔵文化財センター・「ワクワク

こう

考
こ

古
がく

楽」係 
  〒899－4318 霧島市国分上野原縄文の森２番１号 
   ＴＥＬ：0995-48-5815 ＦＡＸ：0995-48-5821 
 
  ※ 過年度の授業の様子については、「上野原縄文の森・鹿児  

島県立埋蔵文化財センターのホームページ」→「資料収集、  
保存及び活用」→「南の縄文文化（ワクワク考古楽）」から 
その実践例をご覧になれます。 

令和８年度 
 


